
 
 

 

 

○ 瀬戸内市自立支援協議会 子ども部会「防災について」 

7 月の西日本豪雨のこともあり、グループディスカッションの一つでは、行政、支援センター、

当事者、福祉事業所の人などが「防災」について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活発に意見交換が行われ、「本人、地域、行政のそれぞれの視点で、命を守るために必要なことを

考え、できることからやっていきましょう。」と意識を高めました。 

 

○ 災害と障害者の避難について 

東日本大震災の教訓より、平成２８年４月に内閣府より「福祉避難所の確保・運営ガイドライン」

が出され、災害時の要支援者への対応について、市町村が責任をもって決めることとされています。

そのガイドラインでは、「福祉避難所」という、通常の避難所で過ごすことが困難な人（障害者・

高齢者等）に対して、特別な支援を受けることができる避難所を設置することが決められています。 

福祉避難所は、市町村が入所型福祉施設などと事前に協定を結んで、災害時に利用できるように

なっています。ただし、福祉避難所となる福祉施設が被災していたり、通常の体制から受け入れ体

制が整うまでの準備期間が必要だったりするため、①地域の指定避難所に避難する。②開設準備が

でき次第、福祉避難所に移る。という順序になります。 

地域の指定避難所や福祉避難所がどこになるのかは、お住まいの市町村のホームページ等でご確

認ください。防災カバンの準備や災害時の避難場所、家族の連絡の取り方など、ご家庭で話し合っ

てみてはいかがでしょうか？ 

地域の避難訓練に参加して理

解してもらうことも大切。 
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長い時間過ごさなけれ

ばならない。直接、福祉

避難所に行きたい。 

地域にこんな子がいるということを

知ってもらいたい、声をかけてもらえ

るようになったら･･･お祭りは災害時

の予行演習ともいわれるよ。地元との

つながりを作っていきたい。 

避難場所がどんな場所なの

か、何があったら過ごせそう

か具体的に考えてみたい。 

医ケアの機械類を持って行け

ない。どうしたらいいの？ 

サポートブック避難版（薬の記入も

ある）を作っておくのもいいよ。 
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○ 9 月２５日に 『ＳＮＳ安全教室』を実施しました 

小・中学部Ⅰ類型・高等部ⅠⅡ類型及び保護

者を対象に、トラブルに巻き込まれた時の対処法

や被害者・加害者にならないようにするために

「ＳＮＳ安全教室」を計画・実施しました。 

この日はＫＤＤＩより講師をお招きして、小学部

は「チャットアプリ 文字のコミュニケーション

トラブル」中学・高等部は「誹謗中傷や写真掲載

などの情報発信トラブル」などの講話を聴きました。参加者は、ＳＮＳでの家庭のルールづくり

やマナーの大切さを学ぶことができました。        

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 図書の紹介 

私たちにとって、普段特に意識していない触覚。しかし、小さい頃

は、誰もが触覚を中心とする世界に住んでいました。      

本書では、「もしも触覚がなくなってしまったらどうなるだろう」 

「赤ちゃんの五感の中で、最初に使われるのはどの感覚だろう」 

など、読みやすいコラムで構成されています。 

人間にとって必要不可欠な感覚。気持ちに直接作用する感覚。 

この本で、「触れる」という行為をもう一度捉え直し、「触れる」こと

をもっと楽しんでみませんか。 

 

次回、スクールカウンセラーの佐田先生の来校日は、１１／２９（木）の 13:00～17:00 です。

学校のこと、お子さまのこと、家庭のことなど何でも気軽にご相談ください。お問い合わせは、副

校長、または各部教頭まで。 


